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＜概要＞
本年５月に国際宇宙ステーションに日本実験モジュール「き

 
ぼう」が取り付けられ，微小重力環境を利用した長時間にわた

 
る物質科学ならびに生命科学実験か可能になった．物質系に

 
おいては，微小重力下において顕在化するマランゴニ対流の

 
不安定性を対象にした実験が最初に始まってた．
重力加速度が可変な材料プロセスパラメータであるとの認識

 
のもと，微小重力環境の発生手段を概観し，これまで，わが国

 
において実施されてきた微小重力科学研究を中心に紹介する．

１．

 

宇宙開発の贈り物
２．

 

微小重力環境をどう作るか
３．

 

半導体結晶成長：

 

融帯の安定性，第二種成長縞
４．

 

氷の結晶成長と潜熱放出の可視化：物性定数測定
５．

 

流体科学:：マランゴニ対流と水の電気分解

６．

 

燃焼：ローソクの燃焼，液滴列燃焼

宇宙環境利用と材料開発
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